
] 相殺消去された勘定相互間のキャッシュ・フローの収入と支出
（単位：円）

支 出 の 相 殺 額 収 入 の 相 殺 額

勘 定 名 費 目 金 額 勘 定 名 費 目 金 額

一般勘定 業務費及び一般管理費による支出 4¶569¶434 一般勘定 業務収入 574¶640¶199

財形勘定
業務費及び一般管理費による支出 270¶613¶822 財形勘定 業務収入 3¶022¶303

人件費支出 86¶118¶498 宿舎等勘定 業務収入 1¶547¶131

宿舎等勘定
業務費及び一般管理費による支出 141¶495¶907 一般勘定 財形勘定貸付金の回収による収入 2¶000¶000¶000

人件費支出 76¶411¶972

財形勘定 一般勘定借入金の返済による支出 2¶000¶000¶000

合 計 2¶579¶209¶633 合 計 2¶579¶209¶633

19．関連公益法人等に関する事項
{労働関係法人厚生年金基金
\ 関連公益法人等の概要

法人の名称 業 務 の 概 要 当法人との関係 役員の氏名（当法人で
の最終職名（注１）)

厚生年金保険法に基づ
き、加入員及びその遺族の
生活の安定と福祉の向上を
図ることを目的として、加
入員の老齢、死亡又は脱退
について給付を行ってい
る。

当組合は、昭和53年に設
立され、当機構においては、
昭和58年から加入してい
る。

日比 徹（理事）
成田 孝士（施設管理
部長）
矢野 直敏、庄子 隆
之
佐藤 朗、西澤 忠
登
調所 廣之
ˆ橋 満（理事）
戸嶋 実（愛知セン
ター統括所長）労働関係法

人厚生年金
基金

鹿討 忠範※、大野
靖昭※
山口 文男※、青森
政司※

独立行政法人
雇用・能力開発機構

労働関係法人
厚生年金基金

関連公益法人等と当法人の取引の関連図

当基金加入員（厚生年金に加入するすべ
ての当機構職員）の老齢、死亡又は脱退
について給付を実施

掛金（事業主負担分）

] 関連公益法人等の財務状況
（単位：円）

関 連 公 益 法 人 等 名 資 産 負 債 正 味 財 産 の 額 当 期 収 入 合 計 額 当 期 支 出 合 計 額 当 期 収 支 差 額

労働関係法人厚生年金基金 173¶409¶533¶644 183¶663¶492¶591 � 10¶253¶958¶947 12¶114¶224¶665 28¶303¶029¶829 � 16¶188¶805¶164

〔注１〕 上記金額は、平成19年４月１日～平成20年３月31日までの期間の金額である。
〔注２〕 労働関係法人厚生年金基金の平成20事業年度決算の完了が平成21年７月以降であることから、各数値は、労働関係法人厚生年金基金の平成19事業年度の決算数値及びそれに対応した数値で

ある（以下同じ。）。
〔注３〕 資産及び負債については、年金経理の「純資産」及び「資産及び負債の数理的評価」並びに業務経理の額を、当期収入合計額及び当期支出合計額については、年金経理の「経常収支」及び

「特別収支」並びに業務経理の額をそれぞれ計上している。

田浦伊津子※、

垣本 忠※（山梨セ
ンター）

松尾 雅之※（三重セ
ンター）

山之口義幸※（山口セ
ンター）

南木 道生※

〔注１〕 当法人での最終職名は、雇用促進事業団及び雇用・能力開発機構においてのものを含む。
〔注２〕 ※印を付した者は、厚生年金保険法に基づき、基金加入員において互選した代議員から

互選された者である。
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